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論文内容の要旨





磁性原子としてCeを導入した新規クラスレート Ba8-.Ce~Au>Si46 y (x=1-2， y=3.5-5)において、 Ba






磁性原子としてMnを導入した新規クラスレートBa8Mn.Ge(6ー宮 Cx=1-2)において、 Mnは、 12面体Ge2Qク
ラスタの間隙に導入されることが判明した。この物質は、 Mnの濃度に依らず強磁性であり、転移温度もほ
















SQUIDを用いて磁気特性を調べた結果、 Ceを導入したBasCczAu4Si42物質は、 6.5Kにキューリ温度 (Tc)
を持つ有する強磁性物性を示し、 Mnを導入したBaaMnzGC.2物質は、 Tc=9.5Kの強磁性的スピン配向を示し
た。これらの電子スピンのオーダリングは、 Baから導入された伝導電子と磁性元素であるCeおよびMn'こ局
在する雌性電子との相互作用に起因するRKKY的機構に基づいているものと考えられる。特に、 f系列電
子系であるCeを導入した場合には、 f-電子系特有の非局在化に関係した重い電子系の可能性が示唆される
物性が観測された。
以上述べたように、本博土課程における研究内容は、 SiおよびGcのナノクラスタを基本とするクラスタ
結晶を用いて、伝導電子と磁性電子の相互作用に基づく新規な縦性物質を開拓した。本研究は、ナノレベ
ルのサイズから物質の構造を制御することにより、磁性物性への新しい展開を開く事が期待される、新し
い研究であり、博士(!理学)の学位を授与するに値するものと審査する。
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